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第
一
項
の
規
定
は
新
令
第
三
十
四
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条

第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
海
外
採
掘
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
六
十
一
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
十
八
条
の
六
十
一
第
二
項
」
と
、
前
項
中
「
第
三
十
四
条
第
四
項
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第

十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
か
ら
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
農
地
保
有
の
合
理
化
の
た
め
に
農
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条

新
令
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
は
、
新
法
第
六
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
所
有
適
格

法
人
が
附
則
第
一
条
第
六
号
に
定
め
る
日
以
後
に
行
う
同
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て

適
用
し
、
旧
法
第
六
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
所
有
適
格
法
人
が
同
日
前
に
行
っ
た
同
項
に
規
定
す
る

土
地
等
の
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
航
空
機
燃
料
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

改
正
法
附
則
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
航
空
機
燃
料
税
法
（
昭
和
四

十
七
年
法
律
第
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
場
所
ご
と
の
数
量
及
び

そ
の
合
計
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
場
所
及
び
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た
数
量
並
び
に
税
率
の
異
な
る
ご
と
に

区
分
し
た
合
計
数
量
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
課
税
標
準
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た

課
税
標
準
数
量
」
と
す
る
。

２

改
正
法
附
則
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
航
空
機
燃
料
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十

七
年
政
令
第
五
十
七
号
）
第
五
条
及
び
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た
数
量
」
と
、
同
令
第
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
航

空
機
燃
料
の
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
航
空
機
燃
料
の
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
、
そ
の
数
量
」
と
す
る
。

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
法
人
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
十
四
条

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、新
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
章
の
規
定
は
、

法
人
（
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
以

下
同
じ
。）の
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
及
び
連
結
子
法
人
（
同
項
第
十
号
の
五
に
規
定
す
る

連
結
子
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

法
人
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税
及
び
連
結
親
法
人
（
同
項
第
十
号
の
四
に
規
定
す
る
連
結
親

法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
（
同
項
第
十
号
の
七
に
規
定
す
る

連
結
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
あ
る
連
結
子
法
人
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
分
の
法

人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
相
続
税
及
び
贈
与
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
一
条

附
則
第
一
条
第
六
号
に
定
め
る
日
以
後
に
旧
法
第
七
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
等
を
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
盤

強
化
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
項

に
規
定
す
る
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
旧
令
第
四
十
条
の
六
第
十

一
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
同
法
第
二
十
条
」
と
あ
る

の
は
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

号
）
附
則
第
五
条
第

二
項
」
と
す
る
。

２

基
盤
強
化
法
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
同
意
市
町

村
が
同
項
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
旧
令
第
四
十
条
の
六
第
五
十
二
項
の
規

定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と

あ
る
の
は
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と
す
る
。

３

附
則
第
一
条
第
六
号
に
定
め
る
日
以
後
に
旧
法
第
七
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
農
地
等
を
基
盤
強
化
法

等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
旧
令
第
四
十
条
の
七
第
十
項
の
規
定
は
、
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
同
法
第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

号
）
附
則
第
五
条
第
二
項
」
と
す
る
。

４

基
盤
強
化
法
等
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
同
意
市
町

村
が
同
項
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
旧
令
第
四
十
条
の
七
第
五
十
六
項
の
規

定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
中
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と
あ

る
の
は
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

新
令
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規

定
は
、
施
行
日
以
後
に
取
得
を
す
る
新
法
第
七
十
三
条
若
し
く
は
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
後
使

用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
用
家
屋
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
又
は
施
行
日
以
後
に
取
得
を
す
る
新
法
第
七
十
五
条

に
規
定
す
る
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
用
家
屋
を
目
的
と
す
る
抵
当
権
の
設
定
の
登
記
に
係
る
登
録
免

許
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
取
得
を
し
た
旧
法
第
七
十
三
条
若
し
く
は
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第

七
十
五
条
に
規
定
す
る
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
用
家
屋
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
登
記
に
係
る
登
録
免

許
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
沖
縄
の
特
定
地
域
に
お
い
て
工
業
用
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額

の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条

改
正
法
附
則
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
区
域
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
法
第
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
（
以
下
「
新
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置

法
」
と
い
う
。）第
四
十
二
条
の
九
第
一
項
の
表
の
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
区
域
と
み
な
し
て

同
条
（
こ
れ
ら
の
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

期
間
は
、
新
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

新
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

経
過
旧
観

光
地
形
成
促
進
計
画
期
間

二

新
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

経
過
旧
情

報
通
信
産
業
振
興
計
画
期
間

（
内
国
法
人
の
外
国
関
係
会
社
に
係
る
所
得
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
九
条

新
令
第
三
十
九
条
の
十
四
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
外
国
関
係
会
社
の
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用

対
象
金
額
及
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
課
税
対
象
金
額
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
部
分
適

用
対
象
金
額
及
び
当
該
部
分
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
部
分
課
税
対
象
金
額
並
び
に
同
条
第
八
項
に

規
定
す
る
金
融
子
会
社
等
部
分
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
金
融
子
会
社
等
部
分
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定

す
る
金
融
子
会
社
等
部
分
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
外
国
関
係
会
社
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業

年
度
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
課
税
対

象
金
額
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
部
分
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
部
分
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る

部
分
課
税
対
象
金
額
並
び
に
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
金
融
子
会
社
等
部
分
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
金
融
子
会
社

等
部
分
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
金
融
子
会
社
等
部
分
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
対
し
特
定
事
業
活
動
と
し
て
出
資
を
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措

置
）

第
二
十
条

新
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
法
人
が
施
行
日
以
後
に
取
得
す
る
株
式
に

つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
施
行
日
前
に
取
得
し
た
株
式
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

令
和
二
年
改
正
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
の

二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
又
は
所
得

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
第
十
三
項
第
一
号
ロ

及
び

に
お
い
て
「
令
和
二

年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
十
三
項
第
一
号
ロ

及
び

中
「
第
五
十
七
条
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
第
二
項
又
は
令
和
二
年
改
正
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
」
と
す
る
。
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